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1．はじめに
　「天災は忘れたころにやって来る」という言葉があるが、近年、地震や津
波、台風、大雨による浸水・地滑り等、毎年、日本のどこかで自然災害が起
きている。地震、台風等の自然現象を止めることが出来ないが、これらの自
然災害から被害を減らすために、国は平成18年から「災害被害を軽減する国
民運動」1）を進めている。今年（令和3年）5月20日には、災害対策基本法の
一部を改正する法律が施行され、その改正する概要の趣旨には「頻発する自
然災害に対応して、災害時における円滑かつ迅速な避難の確保及び災害対策
の実施体制の強化を図るため（以下省略）」2）と述べられており、その対策を
進めている。
　自治会においても、自然災害、特に「マグニチュード8～9クラスの地震の
30年以内の発生確率が70～80％（2020年1月24日時点）とされている」3）南海
トラフ地震等に備えるべく、自主防災会を組織し様々な活動をしている。近
年では、自治会に入会しない世帯もあり、災害時の個人の安否確認等の必要
性から自治会への入会を自治体は HP等で勧めている。4）5）6）7）

　高層住宅注1で立体的に住む人々が、災害発生後学校体育館等の避難所に避
難した場合、その人数から避難所の収容施設、設備や備蓄品の不足等により
自治会での対応が困難になることが予想される。高層住宅では、ライフライ
ンが止まればエレベーターも動かなくなり、高層階の住民は階下への移動も
ままならいこともあるであろう。例え自室が使用できる状態であったとして
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も、ライフライン復旧まで自室で生活するには、備蓄がなければ水や食料を
階上に持って上がるのに労を要するであろうし、要配慮者においては、ライ
フライン復旧までの間、人・物の移動の困難から避難所での生活を選択せざ
るを得ないこともあるかも知れない。さらに、高層階で火災が発生すると消
火や救助の手が届きにくく、大きな被害になることも考えられる。そのため、
高層住宅では高層住宅群もしくは棟ごとに災害時の対策や工夫が必要となる
であろう。
　内閣府は、防災情報のページで東京都港区の例を挙げ、自治体における備
蓄について「災害に備えた備蓄倉庫を設け、水や食糧、生活必需品、医薬・
医療品、また防災資機材を配置・管理している。」8）と災害に備えた備蓄品を
挙げている。加えて、共助の事例として東京都港区の超高層マンションの防
災倉庫の備えを挙げ、「基本は自助」と2つの超高層マンションの備えや対策
を記している。
　そこで、本研究では名古屋市内のある高層住宅を対象に、防災倉庫の整備
と防災活動について論じることとする。
　本研究では、自治会とは町内会等の一定地域の住民の協力単位を、理事会
とは研究対象とした住民の協力単位を指し、備蓄品とは災害用に備蓄してい
る物や研究対象とした理事会で購入を予定している物を、用品とは備蓄にあ
たり検討する物とする。

2．調査対象
　調査の対象とした高層住宅について、その概要を記す。
1）住宅の特徴
・所在：名古屋市
・築年月：1977年9月建設　鉄骨鉄筋コンクリート（築45年）注3

・間取り等：3LDK　地上9階　エレベーター1基設置注3

・管理：自主管理注3

・世帯数：108世帯注2

・居住者の平均年齢：75歳くらい注2

・独居高齢者宅：約1割注2

・ 各戸の防災設備：非常ベルボタンと非常ベルと連動した玄関外の非常灯 

（40年以上誰も使っていない） 注2

・住宅宅地の標高：2m前後注4

・過去の地目：田（1960年代）注4
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・その他の情報：二級河川流域
2）住宅付近の予測・想定されている被害
・洪水・内水被害予測9）

　洪水浸水深予測：1.0m～2.0m未満
　内水氾濫浸水深予想：0.2m～0.5m未満
・南海トラフ地震被害想定10）

　震度： 過去の地震を考慮した最大クラス6弱・一部6強、あらゆる可能性を
考慮した最大クラス6強

・液状化の可能性：大
・津波浸水：なし
3）災害発生時の避難場所等9）

・避難所：学区内小学校・コミュニティセンター（洪水・内水の場合は2階以
上）
4）住宅内の備え
・防災倉庫
　集会室1階に建物内防災倉庫（2階は集会室と事務室）
　 エレベーター横のベランダに物置型防災倉庫（ベランダが無い階には直上
階に2つの物置型防災倉庫を設置）

5）理事会
・理事会人事
　理事会長は毎年交代する
　副理事会長は翌年理事会長になる
　理事人数：12人（理事会長・副理事会長含む）
・理事会今年度防災関係目標と課題
　目標： 防災倉庫の充実を図りたい。（備蓄は十分か。保管方法はこれでいい

のか。）
　課題： 独居高齢者宅の支援をどうすればいいのか。（良い方法を検討してい

きたい。）

3．防災倉庫の整備
　対象とした高層住宅の理事会では、前章に記載したように2021年度の防災
に関する目標と課題をあげているが、ここでは防災倉庫の整備について考え
ていくこととする。
　対象高層住宅がある名古屋市の「名古屋市地域防災計画」では、第一章総



32

則第5節市民等の基本的責務において、市民の責務として「「自らの身の安全
は自ら守る」が防災の基本であり、（中略）、災害時には、初期消火を行う、
近隣の負傷者、要配慮者を助ける、避難場所で自ら活動する、あるいは、国、
公共機関、県、市等が行っている防災活動に協力するなど、防災への寄与に
努めなければならない。（後略）」11）としている。続く第2章防災予防計画で
は14節地域防災力の向上において、「地域での助け合いは、地域住民による共
助の仕組みであり、住民自らが主体となることこそが、災害時における地域
での助け合いの実効性を確保する最良の方法である。」12）とし、災害時の地
域での助け合いを求めている。加えて、自主防災組織の主な活動（表1）とし
て、平常時には「ア防災に関する知識の普及、イ初期消火、避難、救出・救
護等の訓練の実施、ウ避難場所の周知、エ災害危険箇所の調査、オ学区連絡
協議会との連絡調整」、災害時には「ア出火防止の広報及び初期消火の実施、
イ安否確認の実施、情報の収集・伝達、ウ救出・救護の実施及び協力、エ 避
難誘導の実施、オ災害救助地区本部への報告、カその他応急対策活動」を挙
げている。

表1　自主防災組織の主な防災活動

平　常　時 災　害　時
ア　防災に関する知識の普及
イ　初期消火、避難・救護等の訓練の実施
ウ　避難場所の周知
エ　災害危険個所の調査
オ　学区連絡協議会との連絡調整

ア　出火防止の広報及び初期消火の実施
イ　安否確認の実施、情報の収集・伝達
ウ　救出・救護の実施及び協力
エ　避難誘導の実施
オ　災害救助地区本部への報告
カ　その他応急対策活動

名古屋市地域防災計画　第2章第14 節 地域防災力の向上　2 自主防災組織の活動から引
用

　つまり、自治会等では、災害の備えとして地域住民による共助の仕組みと
して「自主防災組織」をもち、平常時・災害時に防災活動を行うため、その
特性（地勢や災害予測等や住まい方）に見合った備蓄が必要と考えられる。
　そこで、対象とした高層住宅が所有している備蓄品を名古屋市の示す「自
主防災組織の主な防災活動」に合わせて用途別に筆者が分別した（表2）。同
一の備蓄品であっても工夫することで多用途に使用できるため、筆者の一時
的な判断に陥らないように分別作業を3日程度の間隔をあけ5回実施し、同じ
用途として3回以上分別し一致した項目を採用し記した。
　その結果、「カその他の応急対策活動」に関する品目が多かった。特に炊き



33

高層住宅の防災倉庫の整備と防災活動■

出しに関する品目と作業補助に関する品目が多いことが分かった。一方で備
蓄されている品目が十分と考えられない項目があった。「ア出火防止の広報
及び初期消火の実施」のうち、「初期消火の実施」に関する品目が見当たらな
かった。
　本高層住宅の有する備蓄品は、名古屋市が示す地域防災計画にある「自主
防災組織の主な防災活動」の視点において、「初期消火の実施」に当たるもの
が備えられていないことが分かった。消防法に従い各階に初期消火用の消火
器が設置されているものの、備蓄倉庫に補助用の消火器や消火バケツがあり
出火後すぐさまそれらを持って応援消火に当たり延焼を防ぐことが出来たと
したら、被害を小さくできると考えられる。加えて「ウ救出・救護の実施・
協力」にあたる備蓄品は保有しているため、住民の生命・財産を守るための
初期消火に関する用品は保有すべきであると考える。「アの出火防止の広報
及び初期消火の実施」「ウの救出・救護の実施及び協力」に関する品目は、発
災後すぐに必要になる。そのため、本高層住宅の備蓄している備蓄品は災害
後すぐに必要な、被害を小さくする用品を備えることが必要だと言えるであ
ろう。災害直後の被害による生命や財産を守るための備蓄の整備を必要とす
ると考える。
　整備する用品を考えるにあたって、本高層住宅の特徴である高齢者が多い
状況を鑑み、取り扱いし易い用品を考える必要もあるだろう。重さ・大きさ、
使い易さも用品を購入する際考慮をするとよいと考える。
　高齢者自身が行える備えとして、災害後エレベーターが動かない状況に備
え、避難所と自室の移動に困難がある場合には避難生活に必要な用品は自室
で備蓄し、自宅避難も出来るようにするとよい。特に、食糧や飲料等は好み
や健康上の問題等とのかかわりもあるため個人（各戸）で備蓄するとよいと
考える。調理用の器具、燃料等も併せて7日程度の備蓄をすすめたい。
　このように、防災倉庫を整備し合わせて個人の備蓄を進めるためには、組
織的に防災に関する活動をすることが必要になると考えられる。そこで、4章
では理事会アンケートをもとに防災活動について論じることとする。

4．理事会アンケート
　理事会の防災活動について、今年度の理事に対してアンケート調査を行い
分析したので、報告する。
1）アンケート概要
実施日：2021年7月18日
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・
伝
達

14
マ
ス
ク
（

50
枚
入
）

感
染
予
防

そ
の
他
応
急
対
応
活
動

15
抗
菌
ウ
エ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
感
染
予
防

そ
の
他
応
急
対
応
活
動

16
ビ
ス
ケ
ッ
ト
（

30
枚
入
）
非
常
食

そ
の
他
応
急
対
応
活
動

17
ア
ル
フ
ァ
米

非
常
食

そ
の
他
応
急
対
応
活
動

18
木
製
ス
プ
ー
ン（

10
0本
入
）
炊
き
出
し

そ
の
他
応
急
対
応
活
動

こ
の
他
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
横
ベ
ラ
ン
ダ
に
は
、
各
階
用
の
防
災
倉
庫
が
あ
り
、

5年
間
保
存
用
の
水
、
簡
易
ト
イ
レ
が
保
管
さ
れ
て
い
た
。

 

№
20

21
.7
現
在
の
品
目

理
事
会

想
定
用
途

自
主
防
災
組
織
の
活
動

 
（
災
害
時
）
用
途

36
ビ
ニ
ー
ル
テ
ー
プ
 巾

50
㎜
作
業
用

安
否
確
認
の
実
施
、
情
報
の
収
集
・
伝
達

37
軍
手（

12
双
）

作
業
用

救
出
・
救
護
の
実
施
及
び
協
力

38
ハ
ン
デ
ィ
メ
ガ
ホ
ン

誘
導

避
難
誘
導
の
実
施

39
ホ
イ
ッ
ス
ル

誘
導

避
難
誘
導
の
実
施

40
L

E
D
誘
導
灯

夜
間
の
誘
導
避
難
誘
導
の
実
施

41
L

E
D
投
光
器

夜
間
照
明

そ
の
他
応
急
対
策
活
動

42
ラ
ン
タ
ン

夜
間
照
明

そ
の
他
応
急
対
策
活
動

43
ロ
ウ
ソ
ク

夜
間
照
明

そ
の
他
応
急
対
策
活
動

44
石
油
ス
ト
ー
ブ

暖
房
用

そ
の
他
応
急
対
策
活
動

45
一
輪
車

資
材
搬
送

安
否
確
認
の
実
施
、
情
報
の
収
集
・
伝
達

46
台
車

資
材
搬
送

安
否
確
認
の
実
施
、
情
報
の
収
集
・
伝
達

47
ガ
ソ
リ
ン
携
行
缶

燃
料
入
り

そ
の
他
応
急
対
策
活
動

48
灯
油
用
ポ
リ
タ
ン
ク

燃
料
入
り

そ
の
他
応
急
対
策
活
動

49
給
油
ポ
ン
プ

灯
油
給
油
用
そ
の
他
応
急
対
策
活
動

50
ガ
ソ
リ
ン

1年
毎
買
換
え
そ
の
他
応
急
対
策
活
動

51
灯
油

1年
毎
買
換
え
そ
の
他
応
急
対
策
活
動

52
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド

広
報

安
否
確
認
の
実
施
、
情
報
の
収
集
・
伝
達

53
ホワ
イト
ボ
ード
マー
カー
（

3色
）
広
報

安
否
確
認
の
実
施
、
情
報
の
収
集
・
伝
達

54
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
イ
レ
ー
サ
ー
広
報

安
否
確
認
の
実
施
、
情
報
の
収
集
・
伝
達

55
ト
ラ
ン
シ
ー
バ
ー

非
常
時
連
絡
用
安
否
確
認
の
実
施
、
情
報
の
収
集
・
伝
達

56
発
電
機（
ガ
ソ
リ
ン
）

電
源
確
保

そ
の
他
応
急
対
策
活
動

57
乾
電
池（
単
一
）

電
源
確
保

そ
の
他
応
急
対
策
活
動

58
乾
電
池（
単
二
）

電
源
確
保

そ
の
他
応
急
対
策
活
動

59
乾
電
池（
単
三
）

電
源
確
保

そ
の
他
応
急
対
策
活
動

60
電
気
コ
ー
ド
リ
ー
ル

電
源
確
保

そ
の
他
応
急
対
策
活
動

61
電
源
タ
ッ
プ

電
源
確
保

そ
の
他
応
急
対
策
活
動

62
救
急
セ
ッ
ト

応
急
処
置

救
出
・
救
護
の
実
施
及
び
協
力

63
防
災
用
毛
布

救
護
用

救
出
・
救
護
の
実
施
及
び
協
力

64
マ
ス
ク（

50
枚
入
り
）

感
染
予
防

そ
の
他
応
急
対
策
活
動

65
ア
ル
フ
ァ
米

非
常
食

そ
の
他
応
急
対
策
活
動

66
フ
ー
ド
パ
ッ
ク

炊
き
出
し

そ
の
他
応
急
対
策
活
動

67
ス
プ
ー
ン（
丸
小
）

炊
き
出
し

そ
の
他
応
急
対
策
活
動

68
輪
ゴ
ム

作
業
用

そ
の
他
応
急
対
策
活
動

69
厚
手
ゴ
ム
手
袋

作
業
補
助

救
出
・
救
護
の
実
施
及
び
協
力

70
胴
付
き
長
靴

作
業
補
助

救
出
・
救
護
の
実
施
及
び
協
力
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対　象：理事12名
回答数：12

倫理的配慮：調査は研究に使用することを了解の上、無記名で実施
内　容：自由記述5項目
①住宅での防災対策での不安、②住宅の防災対策で困っていること、③住宅
の防災対策で改善したいこと、④今後やりたい防災対策や活動、⑤住宅の防
災対策の最終目標
2）アンケート直前の理事会の活動
　アンケート実施に先立って、理事会が行われ、出席理事全員で集会所1階
にある防災倉庫と各階エレベーター横ベランダの防災倉庫の点検が行われ
た。点検後、集会場に戻り、点検の感想及び防災研究者の意見と感想の共有
を行ったのち、アンケートを実施した。
3）分析方法
　回答を Excelに質問項目ごとに入力データ化し、分析ソフト KHCoder3※1を
使用し分析した。分析に先立って行う前処理では、「高齢者・災害・防災・不
安・安心・水・地震・浸水・命・人命」を強制抽出語とした。これらの「語」
は、理事から聞き取った本高層住宅の特徴を踏まえて筆者が選定した。
※1：KHCoder3はテキスト型データを統計的に分析するフリーソフトウエア。

4）結果
・抽出語リスト
　まず初めに、頻出語を抽出した。最大頻出語は、「人」で8回であった。4回
以上抽出された語は、出現頻度が多い順に、「人」「必要」「不安」「高齢者」
「思う」「住宅」「出来る」「対策」の順であった。
・共起ネットワーク
　次に、共起ネットワークを使って分析した。共起ネットワークとは、「入力
Excelファイルの同じセル内によく一緒に出現する語（共起する語）を線でつ
ないだネットワークで、強く結びついた部分ごとにグループ分け色分け」13）

される。
　共起ネットワークの結果は図1の通り。
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　アンケートの設問ごとの回答を Excelに入力し、共起ネットワークを用い
て分析した結果、「語」のつながりが4つの内容の共起関係を描いた。1群で
は、「対策」「出来る」「思う」が大きく、次いで「自分」「防災」「今日」が大
きいつながりを作った。1群では、防災の対策に考えを巡らせていると解釈
し「防災対策」と名付けた。2群では、「災害」「方法」「管理」「場合」が大
きく、備蓄品の管理や災害時の役割に考えを巡らせていると解釈し「理事会
の役割」、3群では、「安全」「安心」「住民」「命」「高齢」が大きいつながり
を作った。住民や高齢者の生命や安心・安全に考えを巡らせていると解釈し
「住民の安心・安全」と名付けた。4群では「必要」「住宅」「高齢者」が大き
いつながりを作った。本高層住宅には高齢者が多く居住しその備えに考えを
巡らせていると解釈し「固有の問題」と名付けた。
　1群では「対策」「自分」「防災」、4群では「高齢者」住宅」「必要」が頻出
し、つながりがみられた。3群では「住民」「安心」「安全」「命」「高齢」が結
びつき、2群では「災害」「役割」「方法」と「倉庫」「備蓄」「使用」「管理」

図1　理事アンケート調査　共起ネットワーク
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が結びついていた。
　その行動となる動詞・形容動詞「出来る・思う」（1群）、「必要性」（4群）
の前後の文を KWICコンコーダンスで抽出したので、次に示す。

1群
出来る
・ひとり一人が防災対策に向き合うことが出来たら一番だと思う
・ 保管されている物品が鍵管理されているが緊急時の場合に冷静に扱うこ
とが出来るか　不安なところの改良
・ 今日お話を聞いて先生の考えていることが出来たらよいと思いました／
少しずつでも、整えることが出来たらいいですね
思う
・ひとり一人が防災対策に向き合うことが出来たら一番だと思う
・理事会で話し合いを進めて行きたいと思う
・今日お話を聞いて先生の考えていることが出来たらよいと思いました
・なるべく生き延びたいと思う人のために
4群
必要
・ 万が一の場合何から手をつければいいのか　役割をある程度決める必要
もあるのでは
・個人で必要な物と住宅で準備されるものの必要な量
・必要な道具の使用技術
・実体験を年に1回くらいは必要なのか……　高齢化で険しいが

・対応分析
　次に、対応分析を行った。対応分析は、原点（0,0）付近にはこれといって
特徴のない語が集まるが、原点（0,0）から離れている語ほど特徴的である13）。
5項目すべての回答の抽出語を用いて対応分析を行った（図2）。二次元の散布
図には、ここでは5項目の問が朱で示され、抽出語が配置されている。
　対応分析結果、原点から遠い語は「独居」「安心・安全」「救助・使用・準
備・必要・年・聞く」が抽出された。これらの語のうち「独居」「安心・安
全」「準備・必要」は、それぞれの問の特徴語として選択されており（表3）、
理事らは、「独居住民の安心や安全のための準備が必要」と考えているのでは
ないかと推察できた。
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1．現在の鳴海西
住宅での防災対
策での不安
不安 .200

準備 .154

場合 .143

必要 .133

ある程度 .077

可能 .077

過ごせる .077

活動 .077

決める .077

在宅 .077

2．鳴海西住宅の
防災対策で困っ
ていること
独居 .167

高齢者 .143

対策 .143

一番 .083

向き合う .083

今 .083

困る .083

対応 .083

知る .083

認識 .083

3．鳴海西住宅の
防災対策で改善
したいこと
管理 .154

or .083

すべて .083

テント .083

マニュアル .083

リーダー .083

ワセリン .083

扱う .083

会 .083

改良 .083

4．今後やりたい
防災対策や活動

人 .188

高齢 .143

方法 .143

必要 .133

お話 .077

アレルギー .077

コミュニケーション .077

ブザー .077

プライバシー .077

ランプ .077

5．鳴海西住宅の
防災対策の最終
目標は何ですか
安心 .273

安全 .273

住民 .167

命 .167

しづ .091

ビル .091

意識 .091

関心 .091

高揚 .091

至る .091

表3　特徴語一覧

図2　理事会アンケート調査　対応分析
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　対応分析の結果、「使用」「年」「救助」「準備」「必要」「聞く」「安全」「安
心」「独居」が特徴的な語として挙がった。これらの「語」を含む記述を調べ
たところ、次の記述が抽出されたので、次に示す。

使用
・大水が来た場合1階の備蓄倉庫に入っているものが使用できなくなること
・必要な道具の使用技術
年
・住んでいる人の年の多いこと
・実体験を年に1回くらいは必要なのか・・・。高齢化で険しいが。
救助
・高齢者が大半を占める為、初期活動で住民のみで救助行動が可能か
・主に人命救助（当住宅では高齢化が進んでいるため）
準備
・個人で必要な物と住宅で準備されるものの必要な量
・思い付きの準備をしたものの？
必要
・ 万が一の場合何から手をつければいいのか　役割をある程度決める必要
もあるのでは
・個人で必要な物と住宅で準備されるものの必要な量
・必要な道具の使用技術
・実体験を年に1回くらいは必要なのか・・・　高齢化で険しいが
聞く
・今日はお話を聞いて勉強になりました
・ 今日のお話を聞いて先生の考えていることが実現できたらよいと思いま
した
安全
・安心・安全であること
・命の安全
・住民の安全・安心
安心
・安心できる生活
・安心・安全であること
・住民の安全・安心
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独居
・老人が多いこと（独居）
・独居の高齢者の誘導・管理

　対応分析の結果から「独居住民の安心や安全のための準備が必要」と考え
ていると推察でき、対応分析の結果で得られた語の前後の語からは、人命救
助、備蓄方法（場所、個人（各戸）と住宅）や役割や備蓄品の使用、安心でき
る生活、住民の安全、独居の高齢者などについて考えている様子がうかがえ
た。これらから、理事に行ったアンケートの回答から、備蓄準備（個人（各
戸）と住宅、場所）、独居（高齢者）、安心・安全のための活動（人命救助・
道具の使用技術・実体験（訓練））の語が得られ、理事の考える課題と考え
た。
　準備としての備蓄品はその備蓄場所の位置、備蓄品の使用技術、個人（各
戸）と住宅の備蓄量への不安がみられた。また住民の高齢化による災害時の
救助活動へも不安があがり、理事の災害への危機感が伺える。理事は、防災
訓練等の実体験の必要性等、住民の命や生活の安全・安心を思考しているこ
とが分かった。
　理事12名に行ったアンケート調査から「高層住宅で皆が安全に安心して暮
らすための準備」の課題が得られ、それを解決するためにも防災倉庫を整備
し、備蓄品の保管方法を考え、使用実践を行うことが課題解決につながると
思われる。

5．考察
　まず、研究対象とした高層住宅の理事会が有する防災倉庫の整備について
述べる。
　はじめに、名古屋市が示す防災予防計画にある防災組織の視点から「初期
消火の実施」に当たる物が備えられていなかった。災害直後の混乱の中で
あっても被害を小さくし住民の命を守るため「初期消火」に必要な用品は必要
であり、災害発生時や避難時に被ったけが等に対する応急処置に必要な「医
療・医薬品」の用品の備蓄も必要である。
　2番目に、現在、備蓄されている「食糧」はアルファ米とビスケットのみで
あった。これらの食事は被災者の糖質やカロリーは満たされるかもしれない
が、要配慮者となる乳幼児や高齢者等に配慮した食糧やアレルギー・生活習
慣病等の疾病を考慮した食糧も備えたい。避難所での食事は発災後すぐの混
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乱期であっても住民の健康に考慮した食事の提供が望ましく、主食の他、副
食や飲料等避難生活中であってもなるべく日常と同じ食事が摂れる配慮がな
されるとよい。災害時に、被災者が提供された食事内容により健康維持がで
きないと要支援者が増すことにもつながり得る。しかし、個別の食事等の対
応に配慮した備蓄を理事会として十分に応じることは難しいと考えられるた
め、住民に協力を求め、平常時より住民自らが自室で個人の食糧等の備蓄を
することが望ましい。
　3番目に、理事会として備えるべき災害に対してどれだけの備蓄を有して
おくのかについては、理事会としてどこまでの住民支援活動を提供するの
か、実際には誰が住民支援を行うのか、様々な復旧活動に理事会や住民がど
こまでどう参加していくのか等によっても異なるであろう。名古屋市地域防
災計画には、市民の責務として「「自らの身の安全は自ら守る」が防災の基本
であり、災害時には、初期消火を行う、近隣の負傷者、要配慮者を助ける、
避難場所で自ら活動する」11）とある。加えて理事は輪番制であるため、まず
は、個人が災害に備え、住民同士の助け合いや協力体制については総会など
を通じて、理事・個人の責務について住民間の合意形成が必要であると思わ
れる。
　4番目に、住民個人が行う備蓄については、理事会の支援内容や個人の住
まい方によって異なるであろう。対象とした高層住宅では南海トラフ地震や
内水氾濫・洪水の危険性があるが、名古屋市のリーフレット「南海トラフ巨
大地震や 風水害から命を守るために！」14）を参考とすると、備蓄品は7日分、
内3日分を非常持ち出し品として準備するとよいと考えられる。加えて、住宅
階に応じた備えも必要と考える。
　5番目に、理事を対象としたアンケートの回答に「大水が来た場合1階の備
蓄倉庫に入っているものが使用できなくなること」を懸念している記載が見
られたが、本研究の対象とした高層住宅は名古屋市の資料10）では、南海トラ
フ地震においては津波の被害の想定はされていないが、洪水・内水ハザード
マップにおいては、内水氾濫では浸水深は0.5m未満、洪水では浸水深は1.0m

～2.0mと示されており、洪水・内水氾濫時には指定避難所の2階以上に避難す
ることになっている。洪水・内水氾濫が起こる場合は、川の水嵩が上がるよ
うな雨がこの地域や上流で降るはずである。災害を招く恐れのある大雨は、
近年では気象庁の HPやテレビやラジオの天気予報からも情報を得ることが
出来る。災害が想定されるような大雨の予報が出た場合には、1階にある防災
倉庫の備蓄品を移動する必要がある。移動先としては、本住宅では、各階防
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災倉庫が設置されている2階以上のエレベーター横ベランダが適当と思われ
る。備蓄品を移動させるには、タイムライン（防災活動計画）に合わせ、エ
レベーターを使用し少しずつ分けて移動させるとよいであろう。急な大雨な
どタイムラインに合わせた活動が出来ない状況があれば、洪水・内水氾濫時
の支援に必要と思われる備蓄品を常に2階以上のエレベーター横のベランダ
に新たな倉庫を設置し保管する方法を検討することを提案する。
　防災倉庫を整備することは、住宅（理事会）が1つの単位として活動するこ
とを意味すると考えられ、この活動により、住民の情報を把握・発信するこ
とが出来、学区ごとの自治会への支援要請等の情報連携もスムーズに行える
と思われる。対象の高層住宅にはそのために必要な「防災資機材」「生活必需
品」の備蓄品が多い。一方で「初期消火」や「医療・医薬品」の備蓄品はな
く、健康に留意した食事や飲料の備蓄も必要と考える。加えて、個人（各戸）
でも災害に備え備蓄しておくことがよい。理事会では住民同士の助け合いや
協力体制について合意形成を経て、各戸の備蓄を進めるとともに、洪水・内
水氾濫に備えた備蓄品の配置を考えるとよいと考えられる。
　次に、防災活動について述べる。
　最初に、理事のアンケートに「役割をある程度決める必要もあるのでは」
「ひとり一人が防災対策に向き合うことが出来たら一番だと思う」と記載が見
られた。高層住宅には多くの住民が居住しているため、まずはその住民のひ
とり一人が防災対策に向き合うことが必要であろう。対象とした高層住宅に
おいては、防災倉庫もあり理事がアンケートにあるように防災対策を思考し
ているが、理事会が輪番制で理事が順に交代することから、理事会とは別に
自主防災組織を新たに設け、防災活動のみならず、住民間の日常のコミュニ
ケーションを兼ねた様々な活動を行っていくことを提案する。
　2番目には、理事のアンケートの結果から「高層住宅で皆が安全に安心して
暮らすための準備」、具体的には「準備（個人と住宅）、独居（高齢者）、安
心・安全のための活動（人命救助・道具の使用技術・実体験（訓練））」の課題
が考えられ、住民の高齢化による救助活動の不安、備蓄品の使用技術や防災
訓練等の実体験の必要性等より具体的に思考していた。これらのアンケート
の結果や理事の持つ災害に対する危機感を理事会内にとどめず住民と共有す
ることが望ましい。そのうえで、理事会の理事の人数やメンバーの構成上の
不都合等により、防災活動が実施できないと考えられる状況であれば、理事
会の下に防災組織を置くことを提案したい。理事は住民の輪番制組織であっ
ても、防災組織は住民の希望により組織し活動することを勧める。新たに防
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災組織を設ける際、理事会との関係、活動内容、メンバーの改選等協議の上
決めておくとよいと考える。新たに設けた防災組織が理事会と協力をして、
住民自らが防災・災害支援対策計画を立てる協議の機会を高齢者が持ってい
る生活等の知恵や住宅に長く住まわれている方から地域を知る機会とし、若
い世代や入居後間もない住民も含めたコミュニケーションの場にすることを
勧めたい。住民が集まる機会を自助・共助の仕組みつくりに役立つ対話の機
会とすることにより、理事がもつ不安や課題が、防災組織を設け対話するこ
とにより住民共助の仕組みとなり、住民自らが主体となり行う災害時におけ
る地域での助け合いとなっていくことを期待する。
　3番目には、個人（各戸）が行う防災活動についても考える必要がある。防
災（もしもに備える）を個人で考えると難しく考えがちになるが、被災後の
混乱したなかであっても「なるべくいつも通りに」が個人にとって生活しや
すいのは言うまでもなく、備えも「いつもの延長線上にあるもしもの時」を
考えると楽になる。例えば、食糧の備蓄はいつも食べる食品のうち日持ちす
る物を少し多めに買い置きし、ローリングストック（日常的に非常食を食べ
て、食べたら買い足すという行為を繰り返し、常に家庭に新しい非常食を備
蓄する方法）16）をすると災害時の個人の好みの食糧を確保できるし、無理な
く無駄なく備えられるだろう。いつも家にあるものを工夫して使うことやア
ウトドアグッズを使うことも良いことは言うまでもないであろう。日常の生
活の中の行動では、室内照明をこまめに消し節電することが、ライフライン
が止まった時の暗闇に慣れることにもつながり、和式トイレを見つけたら使
うようにすると自動水洗洋式トイレしか使えない、使ったことがない状況か
ら災害時に利用される汲み取り式の非常用トイレの使用体験となり、前かが
みの姿勢での排泄に少しずつ慣れることになる。個人（各戸）では、備蓄だ
けでなく行動や心がけ等も普段から防災を意識してやってみるのも良いと考
える。さらに、普段から住宅内の良好なコミュニティを形成しておくことが
いざというときに役立つ地域防災の基盤となるため、挨拶から始めることも
良いと思われる。
　防災活動については、理事会の下に新たに防災組織を設け、理事会と協議
しつつ住宅内で日常からか活動することを提案する。また、個人においても
日常から防災を意識したローリングストックや行動を心がけるとよいと考え
る。
　防災倉庫の整備においては、住宅がある地域の予測される災害を知り、住
宅として必要な備蓄品を理事会が住民と協議しつつ整備し、日常にも使用
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し、災害時にも使用できるようにしておくこと、防災活動においては、理事
会の下に新たに防災組織を組織し、日常から活動することや個人でも災害を
意識した備蓄をし、行動を取るようにすることが良いと考える。
　理事会も個人でも、日常の活動が災害時に役立つように、いつもがもしも
につながる方法を実施していくことが、準備（個人と住宅）、独居（高齢者）、
安心・安全のための活動（人命救助・道具の使用技術・実体験（訓練）の理
事が挙げた課題の解決につながり、高層住宅に安全に安心して暮らすための
備えにつながると考えられる。
　これらを実行していくには、理事会は、高層住宅を1つの単位として、備
蓄品を活かし、まずは、自らの身の安全は自ら守り、「災害時には、初期消
火を行う、近隣の負傷者、要配慮者を助ける、避難場所で自ら活動する」11）

こととし、理事会として「情報伝達の整備（連絡網の作成・掲示板の設置）、
対応組織の設置（防災部・自治防災組織等の設置）、他団体との連携（地区民
生委員・高齢者施設や学校、各種施設等）」15）や住民の安否確認等を行なう
等の活動を住民組織として行うこととすること、個人・戸・階・住宅（理事
会）・自治会というように住民の規模から順序立てて考え、理事会の下に防
災組織を持ち協議しつつ活動することにより、理事の考える「高層住宅で皆
が安全に安心して暮らすための準備」の課題解決につながることとなると考
える。加えて、自主防災組織の活動を経て防災倉庫の備蓄品が活用され充実
し、さらに整備されていくことと考えられる。

6．まとめ
　本研究では、名古屋市にある高層住宅の防災倉庫の整備と防災活動につい
て、防災倉庫の備蓄品の調査及び理事へのアンケートから論じることとし
た。
　防災倉庫の整備については、名古屋市地域防災計画にある主な防災活動に
対応するための備蓄品を筆者が分別し、備えられていない項目を明らかにし
た。
　高層住宅がある地域の予測される被害を知り、高層住宅として必要な備蓄
品を組織的に協議・整備し日常から使用すること、合わせて個人（各戸）で
も備蓄をすることを提案した。
　防災活動においては、理事会の下に新たに防災組織を組織し、日常から活
動することや個人でも災害を意識した備蓄をし、行動を取るようにすること
を提案した。
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　このように、理事会や個人（各戸）が、防災を意識した活動を日常から行
うことで、理事が挙げた課題の解決につながり、高層住宅に安全に安心して
暮らすための備えにつながると考える。加えて、理事会が防災組織や住民と
ともに協議しつつ防災活動をすすめることにより、防災倉庫の備蓄品が活用
され充実し、さらに整備されていくと考える。
　研究対象とした高層住宅では、理事の求める住民の安心・安全に向けて、
共助の仕組みとなる防災組織を新たに設けること、災害後の生活においても
日常を意識できるよう、個人と住宅（理事会）の備えを確認しつつ、住民ら
の考えに基づいた日常からのコミュニティを活かした防災を意識した活動を
することを提案する。
　この研究が本高層住宅防災倉庫の整備並びに防災活動発展の一助となれば
幸いである。
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